
 

 

 
 

在日米国大使館・領事館商務部では観光庁と共催で、2019 年 10 月のホスピタリティ・マネジメン

ト・サミットに引き続き日本の観光・ホスピイタリティ業界の回復・発展に役立つアメリカの人材育

成プログラムや最新のテクニカルツールを紹介するウェビナーシリーズを開催いたします。 

海外からの誘客促進に携わる皆様のご参加をお待ちしています。 

 

対象：  観光地域づくり法人（DMO）、自治体、観光関連企業、教育

機関等 

 

プログラム： 

1．開会の挨拶  

在日米国大使館 代表 

観光庁 代表 

元地方創生担当大臣 衆議院議員 山本幸三氏  

 

２．日本の観光地域づくり法人（DMO）を取り巻く現況について 

観光庁観光地域振興課 富田建蔵氏  

 

３．インバウンドビジネスと DMOの戦略的重要性の確認 

セントラルフロリダ大学 ローゼン・ホスピタリテイ経営学部 

准教授 原忠之氏 

 

４．小規模観光地でも大きなチャンスを掴むためのケーススタディ 

トラッキーメドウズコミュニティカレッジ  エグゼクティブ・ディレ

クター（アドバイジング＆アクセスサービス）ナタリー・ブラウン氏.  

 

５．デジタルテクノロジー：観光業界の回復・再活性化に最適な手法 

アゴダ・インターナショナル・ジャパン アソシエイトディレクター 

中林 さとみ 氏 

 

６．How-to: 観光局とコミュニティの連携 ～ 観光業がもたらすポジ

ティブな効果への理解を深め、地域の発展に共に取り組む 

ニューヨーク市観光局 マネージング・ディレクター（ツーリズム・マ

ーケット・ディベロップメント） マキコ・マツダ・ヒーリー氏 

 

（講演の内容が変更する場合がございます。どうぞご了承くださいませ） 

 

７．Q&A  

共催：在日米国大使館商務部 

観光庁 

 

日時：2020 年 8 月 20 日(木)

午前 10 時～11 時 30 分 

 

ウェビナー形式： 

MS Teams (予定) 

英→日の同時通訳を電話回線

で提供予定   

 

参加費用： 無料 

定員: 200 名 （定員に達し

次第、受付終了） 

 

参加申し込み方法 

下記にアクセスして必要事項

を記入の上送信して下さい。 

https://business.form-

mailer.jp/fms/eba06adf126171 

 

問合せ先： 

在日米国大使館商務部 

担当：本田  

Email: 

tamami.honda@trade.gov 

 

在大阪・神戸米国総領事館 

商務部  

担当：瀧  

Email: 

hirono.taki@trade.gov 
 

 

日米ホスピタリティ・マネジメント ウェビナー  

第１回：日本の観光業界の V字回復・再生に向けて 

開催概要 
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